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３．女性活躍推進法に基づく
　　推進計画策定時期
　　 （策定予定時期）

平成30年３月　　（ 策定済 ・ 策定予定 ）※どちらかにマルをつけてください。 計画期間（予定）

４．地域の実情と課題

地域女性活躍推進交付金事業実施計画書（市町村分）

市町村名：山口県岩国市　　　　　　　　　　　　　　

１．事業名 ワークライフバランス・女性活躍推進事業

２．実施期間 令和　２年　５月　１日　～　令和　３年　３月　３１　日

　平成29年度の事業所意識調査によると、女性管理職の割合が10％を下回っている事業所が約半数あり、その理由として、「女性従業員
が少ない、いない」が58.8%、「管理職になるために必要な知識や経験を有する女性が少ない、いない」が40.2%となっている。また、「女性
を積極的に活用するため、何か取り組んでいることはあるか」との問いに、「業務に必要な知識や能力、資格取得のための教育や研修を
性別に関係なく実施している」事業所が38.6%ある一方で、「特に何もしていない」事業所が33.2%を占め、市内事業所全体の意識啓発と、
女性自身の意欲喚起が課題である。

５．事業の趣旨・目的
　各事業所がワークライフバランスに取り組むことで、女性がより働きやすい環境が整い、それぞれのライフスタイルにあった形で、女性が
安心して仕事に取り組むことで、仕事に対するやりがいを感じ、より責任ある指導的な立場で活躍したい意欲を持つ女性を増やすことを目
的とする。

７．事業内容

　女性がより意欲的に仕事に取り組めるよう、女性全体の意識を変えていくため、女性活躍推進セミナーを実施する。
　また、ワークライフバランスに関する啓発については、令和元年度に実施したセミナーでのアンケートや意見を反映して、直接企業に出
向いての「ワークライフバランス出前講座」を実施するとともに、学生向けの講座も実施する。
　さらに、男性の育児や家事への積極的な参加を促すためのスキルアップ講座を実施するにあたり、男性全般がこうした講座への参加に
対して消極的であることから、より参加しやすいよう、親子での参加を募り、父親だけでなく、子供世代への家事参加の意識啓発を図る。
　なお、「岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、「ワークライフバランスの推進」を掲げており、政策企画課へ事業企画や周知
等の協力を依頼し、またこども支援課とは、男性の育児参加を進めることで、子育てしやすい環境づくりになることから、共同して講座を実
施する。

②令和２年度まで（第4次男女共同参画基本計画期間
中）の重要業績評価指標（ＫＰＩ）（※ＫＰＩは目標達成へ
の事業進捗の測定指標）

８．事業の実施により
　　期待される効果

　ワークライフバランスの実現に向けた取り組みを企業が行い、長時間労働の是正など職場環境が整備されることで、時間的制約のある
人も働き続けることが可能となり、男女が希望する働き方や生き方ができるようになる。また、男性が家事・育児に参加することができ、女性
の不安感やストレス解消にもつながり、女性がより社会進出しやすくなる。

③事業目標（全体）
ワークライフバランスに取り組む市
内事業者数
（アウトプット）

④事業ＫＰＩ（全体）

６．事業目標・重要業績評価
指標（ＫＰＩ）　（全体）

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 現状値（時点）

①令和２年度まで（第4次男女共同参画基本計画期間
中）の中長期目標

25～44歳の女性の労働力率
（アウトカム）

９．事業効果の検証及び
　　今後の課題の整理方法

　受講者へのアンケートを実施するとともに、事業実績を基に、岩国市男女共同参画推進会議において検証し、今後の課題について整
理する。

10．事業の実施体制

連携体制の名称 岩国市男女共同参画推進会議

女性活躍推進法に基づく協議会の設置状況

構成団体
岩国工業クラブ・岩国公共職業安定所・連合山口東部地域協議会・岩国健康福祉センター・岩国市民生委員児
童委員協議会・岩国地域農山漁村男女共同参画推進協議会・岩国市男女共同参画団体連絡会・岩国市周東町
女性団体連絡協議会・岩国人権擁護委員協議会

各構成団体の主な連
携内容

１３．事業実施及び連携工程 様式２－２－１に記載

１４．経費の内訳 様式２－２－２に記載

他の地方公共団体と
の連携

11．女性活躍推進法に基づく
国の「女性活躍推進に向けた
公共調達及び補助金の活用
に関する取組指針」に準じた
公共調達における取組

① 実施済　　② 令和　　年　　月から実施予定　　③ 検討中　　④ 実施予定なし
※ いずれかにマルをつけてください。

12．担当者名及び連絡先 岩国市総務部人権課男女共同参画室 電話：0827-29-5340



１．事業実施工程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

➀
ワークライフバランス・女性活
躍推進事業

女性活躍推進に関す
るセミナーの実施と企
業に出向いてのワーク
ライフバランス推進の
出前講座を実施する。

ワークライフバランスに
取り組む市内事業者数
（アウトプット）

●女性活躍
推進セミ
ナーの実施
●学生向け
ワークライフ
バランス講
座

●男性の
家事育児
促進講座
の実施①

●ワーク
ライフバ
ランス推
進出前講
座①

●男性の
家事育児
促進講座
の実施②

●ワーク
ライフバ
ランス推
進出前講
座②

●ワーク
ライフバ
ランス推
進出前講
座③

●男性の
家事育児
促進講座
の実施③

２．連携工程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①
パパ力アップ事業
（岩国市こども支援課）

男性の育児参加を支
援し、子育てしやすい
環境づくりを推進する

上記セミナー参加企業
に対して周知を図る。

●開催

様式２－２－１

事業実施及び連携工程表

市町村名：山口県岩国市

事業
番号 個別事業名 実施内容

事業目標（アウトプット・
アウトカム）

実施時期

事業
番号

事業・取組名
（実施主体）

事業・取組内容
交付金事業との連携内

容

交付金事業との連携



様式２－２－３

①

（１）事業目標 100社 （　Ｒ２　） 96社 （　Ｒ１　）

（２）事業ＫＰＩ （　　　）

・経済団体、関
係団体など官
民連携の考え
方及び具体的
な連携主体・連
携方法

・連携地方公共
団体及び具体
的な連携方法

・交付金事業間
連携、他施策と
の連携

２．実施期間 令和２年５月１日　～　令和３年３月３１日

地域女性活躍推進交付金事業実施計画書（市町村分）

市町村名：山口県岩国市　　　　　　　　　　

事業番号

１．個別事業名 ワークライフバランス・女性活躍推進事業

３．事業費 　　　　２，００３，０００　円

４．個別事業の事業目
標

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 現状値（時点）

ワークライフバランスに取り
組む市内事業者数
（アウトプット）

５．個別事業の事業内容

　平成29年度に実施した事業所意識調査によると、女性管理職の割合が10％を下回っている事業所が
約半数あり、その理由として、「女性従業員が少ない、いない」が58.8％、「管理職になるために必要な
知識や経験を有する女性が少ない、いない」が40.2%となっていることから、女性全体の意識を変えてい
くため、女性活躍推進セミナーを実施する。
　また、ワークライフバランスに関する啓発については、令和元年度に実施したセミナーでのアンケート
や意見を反映して、直接企業に出向いての「ワークライフバランス出前講座」を実施するとともに、学生
向けの講座も実施する。
　さらに、男性の育児や家事への積極的な参加を促すためのスキルアップ講座を実施し、その際には、
男性全般がこうした講座への参加に対して消極的であることから、親子での参加を募ることで、父親だけ
でなく、子供世代への家事参加の意識啓発を図る。
　なお、企業側の視点を取り入れるため、市と「地方創生に関する包括連携協定」を締結している山口
銀行、YMHG　ZONE　プラニングと共同実施することで、地元の状況に即した事業展開を行う。

　男女共同参画推進会議の構成員である商工会議所、工業クラブ、男女共同参画団
体等から、推進会議の中で事業方向性についてご意見をいただき、セミナー等への参
加依頼も行う。
　本市は、山口銀行、YMFG　ZONEプラニングと「地方創生に関する包括連携協定」
を締結しており、その一環として共同実施する。

　山口県や周辺市町との情報交換を行い、セミナー等実施の際は、参加への呼びか
けを行う。

　「岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、「ワークライフバランスの推進」を
掲げており、政策企画課へ協力依頼を行い、こども支援課とは、男性の育児参画促進
の講座を共同で実施する。


